
            

 

 

 

 

B 小学校で、右上腕欠損児童のプール指導を行いました。昨年に引き続き、支援のアドバイ

スを行っていますが、できるだけ自分の力で取り組みたいという気持ちが強く、水慣らしから

ビート板を使用したバタ足まで意欲的に取り組む姿が見られました。随分と克服できている顔

への水刺激をさらに減らすための支援や、水中でのバランス感覚を養うことに繋がる活動の

取り入れ方などについて、担任の先生と普段の様子をふまえて話をしました。 
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